
(57)【要約】

　ばね負荷式手術用突き錐は、骨に孔を作る、または孔

を大きくすることを含む整形外科の適用のために提供さ

れる。突き錐は、スリーブの中に、切断チップを有する

突き錐シャフトを有し、突き錐シャフトの切断チップが

骨に接触した後、突き錐シャフトとスリーブの間に位置

するばねが、突き錐チップの切断チップをスリーブの中

の所定位置に戻す。外側スリーブは、好ましくは、骨板

に係合する端部を有し、突き錐チップの移動は、外側ス

リーブの中の肩部によって制限される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 し 、 切 断 刃 を 遠 位 端 に 形 成 し た シ ャ フ ト と 、
　 壁 、 近 位 端 、 お よ び 遠 位 端 を 有 し 、 シ ャ フ ト の 少 な く と も 一 部 分 を 囲 み 、 シ ャ フ ト に 対
し て 移 動 で き る 外 側 ス リ ー ブ と 、
　 シ ャ フ ト を 外 側 ス リ ー ブ 内 の 初 期 位 置 に 付 勢 す る よ う に 形 成 さ れ た 付 勢 部 材 と 、 を 含 み
、
　 シ ャ フ ト は 、 切 断 チ ッ プ の 骨 へ の 侵 入 深 さ を 制 限 す る た め に 所 定 距 離 だ け 、 外 側 ス リ ー
ブ に 対 し て 軸 方 向 に 移 動 で き 、 シ ャ フ ト は 、 骨 に 侵 入 す る の を 補 助 す る た め に 外 側 ス リ ー
ブ の 中 で 回 転 さ せ る こ と が で き 、
　 外 側 ス リ ー ブ の 遠 位 端 は 、 骨 板 と の 解 放 可 能 な 取 付 け の た め に 円 錐 形 に テ ー パ が 付 け ら
れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 骨 に 侵 入 す る た め の 突 き 錐 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 付 勢 部 材 は 、 コ イ ル ば ね で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 突 き 錐 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 付 勢 部 材 は 、 シ ャ フ ト を 囲 む コ イ ル ば ね で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 突 き 錐 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 外 側 ス リ ー ブ の 遠 位 端 は 、 骨 板 と の 解 放 可 能 な 取 付 け の た め に 、 雄 ね じ を 有 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 突 き 錐 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 シ ャ フ ト の 初 期 位 置 は 、 シ ャ フ ト の 切 断 刃 が 外 側 ス リ ー ブ で 囲 ま れ る よ う な 位 置 で あ る
、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 突 き 錐 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 外 側 ス リ ー ブ の 壁 に 少 な く と も 一 つ の ス ロ ッ ト が あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 突 き 錐 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 切 断 刃 に よ る 骨 へ の 侵 入 深 さ を 制 限 す る た め の 肩 部 を さ ら に 含 む 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 突 き 錐 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 シ ャ フ ト の 端 部 に 取 り 付 け ら れ た ハ ン ド ル を さ ら に 含 む 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 突 き 錐 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 し 、 切 断 刃 を 遠 位 端 に 形 成 し た シ ャ フ ト と 、
　 壁 、 近 位 端 、 お よ び 遠 位 端 を 有 し 、 シ ャ フ ト の 少 な く と も 一 部 分 を 囲 み 、 シ ャ フ ト に 対
し て 移 動 で き る 外 側 ス リ ー ブ と 、
　 シ ャ フ ト を 外 側 ス リ ー ブ 内 の 初 期 位 置 に 付 勢 す る よ う に 形 成 さ れ た 付 勢 部 材 と 、 を 含 み
、
　 シ ャ フ ト は 、 切 断 チ ッ プ の 骨 へ の 侵 入 深 さ を 制 限 す る た め に 所 定 距 離 だ け 、 外 側 ス リ ー
ブ に 対 し て 軸 方 向 に 移 動 で き 、 シ ャ フ ト は 、 骨 に 侵 入 す る の を 補 助 す る た め に 外 側 ス リ ー
ブ の 中 で 回 転 さ せ る こ と が で き 、
　 外 側 ス リ ー ブ の 壁 に は 少 な く と も 一 つ の ス ロ ッ ト が あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 骨 に 侵 入 す る た め の 突 き 錐 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 付 勢 部 材 は 、 コ イ ル ば ね で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 突 き 錐 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 付 勢 部 材 は 、 シ ャ フ ト を 囲 む コ イ ル ば ね で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 突 き 錐 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 外 側 ス リ ー ブ の 遠 位 端 は 、 骨 板 と の 解 放 可 能 な 取 付 け の た め に 、 雄 ね じ を 有 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 突 き 錐 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 シ ャ フ ト の 初 期 位 置 は 、 シ ャ フ ト の 切 断 刃 が 外 側 ス リ ー ブ で 囲 ま れ る よ う な 位 置 で あ る
、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 突 き 錐 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 外 側 ス リ ー ブ の 遠 位 端 は 、 骨 板 と の 解 放 可 能 な 取 付 け の た め に 円 錐 形 に テ ー パ が 付 け ら
れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 突 き 錐 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 切 断 刃 に よ る 骨 へ の 侵 入 深 さ を 制 限 す る た め の 肩 部 を さ ら に 含 む 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 突 き 錐 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 シ ャ フ ト の 端 部 に 取 り 付 け ら れ た ハ ン ド ル を さ ら に 含 む 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 突 き 錐 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 (a)骨 板 を 骨 の 表 面 に 接 触 さ せ る 工 程 と 、
　 (b)遠 位 端 に 形 成 さ れ た 切 断 刃 を 有 す る シ ャ フ ト と 、 シ ャ フ ト が 回 転 で き 且 つ 軸 方 向 に
移 動 で き る 外 側 ス リ ー ブ と 、 シ ャ フ ト を 外 側 ス リ ー ブ 内 の 初 期 位 置 に 付 勢 す る よ う に 形 成
さ れ た 付 勢 部 材 と 、 を 含 む 突 き 錐 装 置 を 、 骨 板 の 第 一 の 留 め 孔 に 接 触 さ せ る 工 程 と 、
　 (c)軸 方 向 の 圧 力 を シ ャ フ ト の 遠 位 端 に 加 え 、 シ ャ フ ト を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 骨
に 孔 を 作 る 工 程 と 、
　 (d)骨 板 を 骨 の 表 面 に 接 触 し た 状 態 に 保 持 し な が ら 、 突 き 錐 装 置 を 骨 板 か ら 取 り 除 く 工
程 と 、
　 (e)骨 ア ン カ ー を 第 一 の 留 め 孔 を 通 し て 工 程 (c)で 作 ら れ た 孔 に 取 り 付 け る 工 程 と 、 を 含
む 、
　 こ と を 特 徴 と す る 骨 板 を 骨 の 表 面 に 取 り 付 け る 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 突 き 錐 装 置 を 工 程 (a)の 骨 板 の 第 二 の 留 め 孔 に 取 り 付 け 、 第 二 の 留 め 孔 に つ い て 工 程 (b)
か ら 工 程 (e)を 繰 り 返 す 工 程 を さ ら に 含 む 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 工 程 (b)は 、 工 程 (a)の 前 に 完 了 さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 突 き 錐 は 、 骨 板 に ね じ 込 む こ と に よ っ て 骨 板 に 解 放 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に 、 整 形 外 科 手 術 用 の 突 き 錐 に 関 し 、 よ り 具 体 的 に は 、 骨 に 孔 を 作 る
、 ま た は 孔 を 大 き く す る の に 使 用 さ れ る 切 断 チ ッ プ を 有 す る 突 き 錐 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に 、 整 形 外 科 手 術 用 の 突 き 錐 に 関 す る 。 整 形 外 科 手 術 で の 突 き 錐 は 、
一 般 的 に 、 骨 に 孔 を 作 る 、 ま た は 孔 を 大 き く す る の に 使 用 さ れ る 。
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 整 形 外 科 手 術 の た め に 骨 に 孔 を 作 る の に ド リ ル が 使 用 さ れ る が 、 例 え ば 脊 椎 の 手 術 の た
め の 孔 を 整 列 さ せ る の に 要 求 さ れ る 精 度 は 、 ド リ ル と 一 緒 に ド リ ル ガ イ ド の 使 用 を 必 要 と
す る 。 二 つ の 装 置 を 使 用 す る 代 わ り に 、 本 発 明 で は 、 外 科 医 が 、 適 切 に 整 列 し た 孔 を 作 る
の に 単 一 の 装 置 を 使 用 す る こ と が で き る 。 突 き 錐 は 、 ま た 、 自 己 き り も み ね じ の た め の ス
タ ー タ 孔 を 形 成 す る の に も 使 用 さ れ る が 、 そ の よ う な 使 用 に 限 定 さ れ な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 整 形 外 科 手 術 に 使 用 さ れ る 突 き 錐 に 関 す る 。 一 実 施 形 態 で は 本 発 明 の 突 き 錐
は 、 切 断 チ ッ プ を 有 す る シ ャ フ ト と 、 ば ね と 、 底 部 外 側 ス リ ー ブ と 、 頂 部 外 側 ス リ ー ブ と
、 内 側 ス リ ー ブ と 、 ハ ン ド グ リ ッ プ と 、 を 有 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 こ の 実 施 形 態 の 突 き
錐 の 切 断 チ ッ プ は 、 通 常 、 付 勢 力 を 提 供 す る ば ね に よ っ て 外 側 ス リ ー ブ 内 に 維 持 さ れ る 。
一 実 施 形 態 で は 、 突 き 錐 は 、 骨 板 に 係 合 す る 遠 位 端 と 、 近 位 端 と を 有 し 、 こ の 近 位 端 は 突
き 錐 を 操 作 す る た め の ハ ン ド グ リ ッ プ を 有 す る 。 好 ま し く は 、 突 き 錐 は 、 こ れ が 骨 板 を 貫
く 、 例 え ば 、 ね じ の よ う な 、 骨 の 留 め 具 の 所 望 の 軌 道 に 合 致 す る よ う に 向 け ら れ 、 骨 板 に
係 合 す る 。 突 き 錐 は 、 好 ま し く は 、 解 放 可 能 な 方 法 で 骨 板 に 係 合 す る 。 ハ ン ド グ リ ッ プ に
突 き 錐 の 遠 位 端 に 向 う 方 向 に 圧 力 を 加 え る と 、 ハ ン ド グ リ ッ プ は 、 ば ね に 抗 し て 突 き 錐 の
シ ャ フ ト を 押 し 、 そ の 結 果 、 突 き 錐 の 切 断 チ ッ プ が 外 側 ス リ ー ブ を 出 て 、 骨 の 表 面 に 接 触
す る 。 加 え ら れ た 圧 力 お よ び シ ャ フ ト に よ る 移 動 距 離 に 応 じ て 、 切 断 チ ッ プ は 好 ま し く は
骨 に 孔 を あ け 、 切 断 チ ッ プ の 移 動 は 、 好 ま し く は 、 外 側 ス リ ー ブ の 中 の 肩 部 分 に よ っ て 制
限 さ れ る 。 ハ ン ド グ リ ッ プ に 加 え ら れ た 圧 力 を 解 放 す る こ と に よ り 、 ば ね の 付 勢 力 が 突 き
錐 の 切 断 チ ッ プ を 外 側 ス リ ー ブ の 中 の 所 定 位 置 に 戻 す こ と が で き る 。 ば ね の 遠 位 端 は 、 内
側 ス リ ー ブ の 中 の 肩 部 に 当 た り 、 ば ね の 近 位 端 は 、 内 側 ス リ ー ブ と 錐 シ ャ フ ト と の 接 合 部
に よ っ て 形 成 さ れ る 肩 部 に 当 た る 。 外 側 ス リ ー ブ は 、 ツ ー ル を 手 術 と 手 術 の 間 に 掃 除 し 滅
菌 さ せ る ス ロ ッ ト を 含 む の が 良 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 他 の 実 施 形 態 に 係 る 本 発 明 の 突 き 錐 は 、 一 端 に 切 断 刃 を 形 成 し た シ ャ フ ト と 、 外 側 ス リ
ー ブ と 、 シ ャ フ ト を 外 側 ス リ ー ブ の 中 の 初 期 位 置 に 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ た 付 勢 部 材 と
、 を 含 む 。 シ ャ フ ト は 、 外 側 ス リ ー ブ で 囲 ま れ 、 切 断 チ ッ プ の 骨 へ の 侵 入 深 さ を 制 限 す る
所 定 距 離 だ け 、 外 側 ス リ ー ブ に 対 し て 軸 方 向 に 移 動 で き る 。 弾 性 部 材 は 、 シ ャ フ ト を 囲 む
コ イ ル ば ね で あ る の が よ い 。 好 ま し く は 、 外 側 ス リ ー ブ の 一 端 は 、 骨 板 に 解 放 可 能 な 取 付
け る 手 段 、 好 ま し く は ね じ 連 結 部 を 有 す る 。 外 側 ス リ ー ブ の 端 部 の ね じ は 、 円 錐 形 で あ る
の が 良 い 。 好 ま し く は 、 シ ャ フ ト の 初 期 位 置 は 、 シ ャ フ ト の 切 断 刃 が 外 側 ス リ ー ブ で 囲 ま
れ る よ う な 位 置 で あ る 。 外 側 ス リ ー ブ に は 、 一 つ ま た は そ れ 以 上 の ス ロ ッ ト 、 ま た は そ の
他 の 形 状 の 開 口 が あ る の が よ い 。 突 き 錐 装 置 は 、 シ ャ フ ト の 端 部 に 取 り 付 け ら れ る ハ ン ド
ル を さ ら に 含 む の が 良 い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 骨 板 を 骨 の 表 面 に 取 り 付 け る 方 法 も ま た 記 載 さ れ て お り 、 該 方 法 は 、 (a)骨 板 を 骨 の 表
面 に 接 触 さ せ る 工 程 と 、 (b)遠 位 端 に 形 成 さ れ た 切 断 刃 を 有 す る シ ャ フ ト と 、 シ ャ フ ト が
軸 方 向 に 移 動 で き る 外 側 ス リ ー ブ と 、 シ ャ フ ト を 外 側 ス リ ー ブ 内 の 初 期 位 置 に 付 勢 す る よ
う に 形 成 さ れ た 付 勢 部 材 と 、 を 含 む 突 き 錐 装 置 を 、 骨 板 の 第 一 の 留 め 孔 に 接 触 さ せ る 工 程
と 、 (c)軸 方 向 の 圧 力 を シ ャ フ ト の 遠 位 端 に 加 え る こ と に よ っ て 骨 に 孔 を 作 る 工 程 と 、 (d)
骨 板 を 骨 の 表 面 に 接 触 し た 状 態 に 保 持 し な が ら 、 突 き 錐 装 置 を 骨 板 か ら 取 り 除 く 工 程 と 、
(e)骨 ア ン カ ー を 第 一 の 留 め 孔 を 通 し て 工 程 (c)で 作 ら れ た 孔 に 取 り 付 け る 工 程 と 、 を 含 む
。 次 い で 、 突 き 錐 を 、 骨 板 の 第 二 の 留 め 孔 に 取 り 付 け 、 第 二 の 留 め 孔 に つ い て 、 工 程 (b)
か ら (e)を 繰 り 返 す の が 良 い 。 突 き 錐 は 、 骨 板 を 骨 の 表 面 に 接 触 さ せ る 前 に 骨 板 に 取 り 付
け ら れ て も 良 い 。 好 ま し く は 、 突 き 錐 は 、 ね じ 込 む こ と に よ っ て 骨 板 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 形 態 を 添 付 の 図 面 で 開 示 す る が 、 本 発 明 は こ の よ う な 好 ま し い 形 態 に
限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 頸 部 の 骨 板 ２ ０ ０ の ア ン カ ー 孔 ２ １ ０ に 係 合 す る 、 例 示 的 な ば ね 負
荷 突 き 錐 組 立 体 １ ０ ０ が 示 さ れ て い る 。 突 き 錐 組 立 体 １ ０ ０ は 、 骨 に 孔 を 作 る 、 ま た は 孔
を 大 き く す る こ と を 含 む 、 整 形 外 科 の 適 用 に 使 用 さ れ る 。 ば ね 負 荷 突 き 錐 組 立 体 １ ０ ０ は
、 脊 椎 の 頸 部 領 域 用 の 頸 部 板 ２ ０ ０ に つ い て 使 用 さ れ る も の と し て 示 さ れ 、 且 つ 説 明 さ れ
て い る が 、 ば ね 負 荷 突 き 錐 組 立 体 １ ０ ０ は 、 他 の 骨 板 に つ い て 使 用 す る こ と も で き る こ と
は 理 解 さ れ よ う 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 組 立 体 １ ０ ０ は 、 頂 部 外 側 ス リ ー ブ １ １ ０ 、 底 部 外
側 ス リ ー ブ １ ２ ０ 、 内 側 ス リ ー ブ １ ３ ０ 、 突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ０ 、 ば ね １ ５ ０ 、 お よ び ハ
ン ド グ リ ッ プ １ ６ ０ を 含 む 。 全 て の 構 成 部 品 は 、 ス テ ン レ ス 鋼 の よ う な 生 体 適 合 性 材 料 で
製 作 さ れ る の が 良 い 。 ハ ン ド グ リ ッ プ １ ６ ０ は 、 組 立 体 １ ０ ０ を 滅 菌 の た め に 高 温 に さ ら
す こ と が で き る よ う に 、 ま た 快 適 さ の た め に 、 重 量 の 軽 減 の た め に 、 お よ び 製 造 の 容 易 さ
の た め に 、 プ ラ ス チ ッ ク や ゴ ム 、 好 ま し く は シ リ コ ー ン ゴ ム で 製 作 さ れ る の が 良 い 。 ば ね
１ ５ ０ の 付 勢 力 に 抗 し て ハ ン ド グ リ ッ プ １ ６ ０ に 圧 力 を 加 え る こ と に よ り 、 突 き 錐 シ ャ フ
ト １ ４ ０ の 切 断 チ ッ プ １ ４ ２ が 底 部 外 側 ス リ ー ブ １ ２ ０ の 遠 位 端 １ ２ ２ を 出 て 、 例 え ば 組
立 体 が 骨 と 接 触 し て い る 骨 板 と 係 合 す る と き 、 意 図 し た 使 用 の 間 、 切 断 チ ッ プ １ ４ ２ を 骨
に 接 触 さ せ 、 好 ま し く は 骨 に 孔 を あ け さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ０ は 、 長 さ 約 200mmで あ り 、 切 断 チ ッ プ １ ４ ２
、 遠 位 部 分 １ ４ ４ 、 中 央 部 分 １ ４ ６ 、 お よ び 近 位 部 分 １ ４ ８ を 有 し 、 例 示 的 な 直 径 は 、 そ
れ ぞ れ 、 約 2.5mm、 約 3.0mm、 約 3.5mm、 約 2.8mmで あ る 。 切 断 チ ッ プ 、 遠 位 部 分 、 中 央 部 分
、 お よ び 近 位 部 分 の 直 径 に つ い て 他 の 寸 法 を 使 用 し て も 良 く 、 ま た 、 シ ャ フ ト １ ４ ０ の 長
さ を 変 更 し て も 良 い 。 突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ０ の 中 央 部 分 １ ４ ６ と 近 位 部 分 １ ４ ８ の 接 合 部
は 、 肩 部 １ ４ ７ を 形 成 す る の が 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ４ を 参 照 す る と 、 頂 部 外 側 ス リ ー ブ １ １ ０ は 、 そ の 近 位 端 に 広 が り 部 分 １ １ ２ を 有 し
、 例 示 的 な 直 径 が 約 2.85mmの 貫 通 孔 １ １ ４ と 、 例 示 的 な 直 径 が 約 4.78mmの 端 ぐ り 部 分 １ １
６ と 、 を 有 す る 。 貫 通 孔 １ １ ４ お よ び 端 ぐ り 部 分 １ １ ６ の 端 ぐ り 孔 の 直 径 に つ い て 他 の 寸
法 を 使 用 し て も 良 い 。 端 ぐ り 部 分 １ １ ６ の 遠 位 端 １ １ ５ は 肩 部 １ １ ５ ａ を 形 成 す る 。 頂 部
外 側 ス リ ー ブ は 、 約 80mmの 長 さ を 有 し 、 肩 部 １ １ ５ ａ は 、 頂 部 外 側 ス リ ー ブ １ １ ０ の 遠 位
端 １ １ ３ か ら 約 25mmで あ る 。 肩 部 １ １ ５ ａ を 異 な る 長 さ の と こ ろ に 形 成 し て も 良 い 。 頂 部
外 側 ス リ ー ブ １ １ ０ の 壁 １ １ ９ に 設 け ら れ た 直 径 方 向 に 向 か い 合 っ た ス ロ ッ ト １ １ ８ は 、
幅 約 2mm、 長 さ 約 30mmで あ り 、 手 術 と 手 術 の 間 に 突 き 錐 組 立 体 １ ０ ０ の 掃 除 お よ び 滅 菌 を
容 易 に す る 。 開 口 の 他 の 寸 法 お よ び 形 状 を 、 説 明 し た ス ロ ッ ト １ １ ８ の 代 わ り に 使 用 し て
も 良 い 。 一 つ ま た は そ れ 以 上 の ス ロ ッ ト １ １ ８ を 設 け る の が 良 く 、 ス ロ ッ ト １ １ ８ は 、 同
じ 寸 法 を 有 し て い て も 良 い し 、 あ る い は 異 な る 寸 法 を 有 し て も 良 い 。 頂 部 外 側 ス リ ー ブ １
１ ０ の 遠 位 端 １ １ ３ は 、 こ れ を 底 部 外 側 ス リ ー ブ １ ２ ０ の 近 位 部 分 １ ２ ６ に 挿 入 さ せ る た
め に 約 6mmの 例 示 的 な 外 径 を 有 す る 。 頂 部 外 側 ス リ ー ブ １ １ ０ の 遠 位 端 １ １ ３ に は 、 頂 部
外 側 ス リ ー ブ １ １ ０ の 遠 位 端 １ １ ３ を 底 部 外 側 ス リ ー ブ １ ２ ０ に 解 放 自 在 に 接 合 す る の を
容 易 に す る た め に 、 雄 ね じ を 切 る の が 良 い 。 頂 部 外 側 ス リ ー ブ １ １ ０ と 底 部 外 側 ス リ ー ブ
１ ２ ０ と の 間 に 解 放 可 能 な 連 結 部 を 設 け る こ と に よ り 、 掃 除 お よ び 滅 菌 を 容 易 に す る た め
に 頂 部 外 側 ス リ ー ブ １ １ ０ と 底 部 外 側 ス リ ー ブ １ ２ ０ を 分 離 す る こ と が で き る 。 変 形 例 と
し て 、 頂 部 外 側 ス リ ー ブ １ １ ０ と 底 部 外 側 ス リ ー ブ １ ２ ０ を 、 例 え ば ロ ー リ ン グ 、 溶 接 、
鑞 付 け な ど に よ っ て 接 合 し て も 良 い 。 頂 部 外 側 ス リ ー ブ １ １ ０ の 遠 位 端 １ １ ３ は 、 頂 部 外
側 ス リ ー ブ １ １ ０ と 底 部 外 側 ス リ ー ブ １ ２ ０ の 接 合 を 容 易 に す る 溝 １ １ ７ を 含 ん で も 良 い
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 底 部 外 側 ス リ ー ブ １ ２ ０ は 、 例 示 的 な 直 径 が 約 3.1mmの 貫 通 孔 １ ２
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２ を 有 す る 。 孔 の 内 径 は 、 中 間 部 分 １ ２ ４ で 約 4.55mmま で 増 大 し 、 近 位 部 分 １ ２ ６ で 約 6m
mま で 増 大 す る 。 底 部 外 側 ス リ ー ブ １ ２ ０ は 、 約 80mmの 長 さ を 有 し 、 近 位 部 分 １ ２ ６ は 長
さ 約 12mmで あ る 。 近 位 部 分 １ ２ ６ の 外 径 は 、 約 7mmで あ り 、 底 部 外 側 ス リ ー ブ １ ２ ０ の 残
り の 部 分 は 約 5.85mmの 外 径 を 有 す る 。 底 部 外 側 ス リ ー ブ の 壁 １ ２ ９ に 設 け ら れ た 直 径 方 向
に 向 か い 合 っ た ス ロ ッ ト １ ２ ８ は 、 幅 約 2mmで 、 長 さ 約 30mmで あ り 、 手 術 と 手 術 の 間 に 突
き 錐 組 立 体 １ ０ ０ の 掃 除 お よ び 滅 菌 を 容 易 に す る 。 ス ロ ッ ト １ ２ ８ を 他 の 寸 法 、 形 状 、 配
置 、 数 と し て も 良 い 。 底 部 外 側 ス リ ー ブ １ ２ ０ の 遠 位 端 １ ２ １ に 、 骨 板 ２ ０ ０ の ア ン カ ー
孔 ２ １ ０ の 周 囲 と の 機 械 的 な 取 付 け の た め に 、 ね じ を 切 る の が 良 い が 、 突 き 錐 組 立 体 １ ０
０ と 骨 板 ２ ０ ０ と の 他 の 解 放 可 能 な 取 付 け 方 法 も 可 能 で あ る 。 或 る 場 合 に は 、 組 立 体 １ ０
０ は 、 円 錐 形 の 留 め 孔 を 有 す る 骨 板 に つ い て 使 用 さ れ 、 そ の 場 合 に は 底 部 外 側 ス リ ー ブ １
２ ０ の 遠 位 端 １ ２ １ は 、 留 め 孔 に 合 う 円 錐 形 の 雄 ね じ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ６ を 参 照 す る と 、 内 側 ス リ ー ブ １ ３ ０ は 、 例 示 的 な 直 径 が 約 2.85mmの 貫 通 孔 １ ３ ２ と
、 例 示 的 な 外 径 が 6.5mmで 遠 位 面 １ ３ １ を 有 す る 遠 位 部 分 １ ３ ４ と 、 例 示 的 な 最 大 外 径 が
約 15.5mmの 広 が り 中 央 部 分 １ ３ ６ と 、 近 位 面 １ ３ ９ を 有 す る 長 さ 約 15mm、 直 径 が 約 12mmの
近 位 部 分 １ ３ ８ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ を 再 び 参 照 し て 、 突 き 錐 組 立 体 １ ０ ０ の 組 立 を 今 説 明 す る 。 突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ０
の 近 位 部 分 １ ４ ８ を 、 突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ８ の 肩 部 １ ４ ７ が 頂 部 外 側 ス リ ー ブ １ １ ０ の 遠
位 端 １ １ ３ に 当 た る ま で 、 底 部 外 側 ス リ ー ブ １ ２ ０ の 遠 位 端 １ ２ １ に 挿 入 す る 。 ば ね １ ５
０ を 、 突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ０ の 近 位 部 分 １ ４ ８ に 配 置 し 、 突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ０ の 近 位 端
１ ４ ８ を 、 内 側 ス リ ー ブ １ ３ ０ の 貫 通 孔 １ ３ ２ に 挿 入 し 、 内 側 ス リ ー ブ は 、 頂 部 外 側 ス リ
ー ブ １ １ ０ の 肩 部 １ １ ５ ａ と 内 側 ス リ ー ブ １ ３ ０ の 遠 位 面 １ ３ １ と の 間 の 間 隙 １ ０ ４ （ 寸
法 Ｌ 1 ； 例 示 的 な 寸 法 約 17mm） が ば ね １ ５ ０ の 自 由 長 よ り も わ ず か に 小 さ い よ う な 位 置 で
突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ０ に 配 置 さ れ る 。 突 き 錐 シ ャ フ ト の 切 断 チ ッ プ １ ４ ２ の 移 動 距 離 （ そ
の 結 果 、 あ け ら れ た 孔 の 深 さ ） は 、 寸 法 Ｌ 1 お よ び ば ね １ ５ ０ の 長 さ を 変 更 す る こ と に よ
り 変 え ら れ る 。 ば ね が 、 突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ０ の 近 位 部 分 １ ４ ８ の 周 り 以 外 の 位 置 に あ っ
て も よ い こ と は 理 解 さ れ よ う 。 加 え て 、 コ イ ル ば ね 以 外 の 弾 性 部 材 が 、 ば ね １ ５ ０ と 同 じ
機 能 を 果 た す こ と が で き る 。 内 側 ス リ ー ブ １ ３ ０ を 、 好 ま し く は 、 内 側 ス リ ー ブ １ ３ ０ の
近 位 面 １ ３ ９ と 突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ０ の 近 位 部 分 １ ４ ８ と の 界 面 を 溶 接 ま た は 鑞 付 け す る
こ と に よ っ て 、 突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ０ の 近 位 端 １ ４ ８ に 機 械 的 に 接 合 す る 。 底 部 外 側 ス リ
ー ブ １ １ ０ を 、 突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ０ お よ び 頂 部 外 側 シ ャ フ ト １ １ ０ の 遠 位 端 １ １ ３ の 上
を 滑 ら せ 、 頂 部 外 側 ス リ ー ブ １ １ ０ と 底 部 外 側 ス リ ー ブ １ ２ ０ を 、 好 ま し く は 、 レ ー ザ ー
溶 接 に よ っ て 機 械 的 に 接 合 す る 。 し か し な が ら 、 ね じ 連 結 、 鑞 付 け 、 ま た は ロ ー リ ン グ を
含 む 、 頂 部 外 側 ス リ ー ブ １ １ ０ と 底 部 外 側 ス リ ー ブ １ ２ ０ を 機 械 的 に 接 合 す る 他 の 手 段 も
可 能 で あ る 。 加 え て 、 外 側 ス リ ー ブ は 、 単 一 の 部 材 で も よ い 。 突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ０ は 、
作 ら れ る 孔 の 深 さ が 増 す に つ れ て 、 切 断 チ ッ プ １ ４ ２ の 通 り 道 か ら 骨 の く ず を 掃 除 す る の
を 容 易 に す る た め に 、 好 ま し く は 、 外 側 ス リ ー ブ １ １ ０ ， １ ２ ０ の 中 で 自 由 に 回 転 す る 。
ハ ン ド ル グ リ ッ プ １ ６ ０ を 、 好 ま し く は 内 側 ス リ ー ブ １ ３ ０ の 近 位 部 分 １ ３ ８ に ハ ン ド ル
を 成 形 す る こ と に よ っ て 、 あ る い は 接 着 す る こ と に よ っ て 、 或 い は に か わ 着 け す る こ と に
よ っ て 、 好 ま し く は 、 内 側 ス リ ー ブ １ ３ ０ の 近 位 部 分 １ ３ ８ に 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 骨 に 孔 を 作 る 突 き 錐 組 立 体 １ ０ ０ の 使 用 を 、 今 説 明 す る 。 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 す る と
、 突 き 錐 組 立 体 １ ０ ０ を 、 好 ま し く は 、 ね じ 連 結 に よ っ て 、 骨 板 ２ ０ ０ の ア ン カ ー 孔 ２ １
０ に 解 放 可 能 に 取 り 付 る 。 例 え ば 拡 張 フ ェ ル ー ル 又 は ボ ー ル 移 動 止 め な ど の よ う な 、 骨 板
２ ０ ０ の ア ン カ ー 孔 ２ １ ０ に 突 き 錐 組 立 体 を 解 放 可 能 に 取 り 付 け る 他 の 方 法 も 可 能 で あ る
。 組 立 体 １ ０ ０ は 、 板 ２ ０ ０ を 骨 の 表 面 に あ て る と き 板 保 持 具 と し て 使 用 さ れ る 。 ハ ン ド
グ リ ッ プ １ ６ ０ に 、 骨 板 に 向 か っ て 軸 方 向 に 圧 力 を 加 え る と 、 ハ ン ド ル グ リ ッ プ １ ６ ０ 、
内 側 ス リ ー ブ １ ３ ０ 、 お よ び 突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ０ の 副 組 立 体 が 遠 位 方 向 に 移 動 し 、 突 き
錐 シ ャ フ ト １ ４ ０ の 切 断 チ ッ プ １ ４ ２ が 、 骨 と 接 触 す る 。 ハ ン ド ル グ リ ッ プ １ ６ ０ 、 内 側
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ス リ ー ブ １ ３ ０ 、 お よ び 突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ０ の 副 組 立 体 の 遠 位 方 向 へ の 移 動 は 、 頂 部 外
側 ス リ ー ブ １ １ ０ の 近 位 面 １ １ １ に 接 触 す る 内 側 ス リ ー ブ １ ３ ０ の 肩 部 １ ３ ５ に よ っ て 制
限 さ れ る 。 こ の 移 動 制 限 は 、 突 き 錐 組 立 体 １ ０ ０ に よ っ て 形 成 さ れ る 孔 の 深 さ を 制 限 す る
。 ハ ン ド ル グ リ ッ プ １ ６ ０ の 圧 力 を 解 放 す る と 、 ハ ン ド ル グ リ ッ プ １ ６ ０ 、 内 側 ス リ ー ブ
１ ３ ０ 、 お よ び 突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ０ の 副 組 立 体 が 、 突 き 錐 シ ャ フ ト １ ４ ０ の 肩 部 １ ４ ７
が 頂 部 外 側 ス リ ー ブ １ １ ０ の 遠 位 端 １ １ ３ に 当 た る 元 の 位 置 に 戻 り 、 肩 部 １ ４ ７ と 遠 位 端
１ １ ３ と の 接 触 は 、 ハ ン ド ル グ リ ッ プ １ ６ ０ 、 内 側 ス リ ー ブ １ ３ ０ 、 お よ び 突 き 錐 シ ャ フ
ト １ ４ ０ の 副 組 立 体 の 近 位 方 向 へ の 移 動 を 制 限 す る 。 切 断 チ ッ プ １ ４ ２ の 通 り 道 か ら く ず
を 掃 除 す る の を 容 易 に す る た め に 、 軸 方 向 の 圧 力 を 加 え る と き に ハ ン ド グ リ ッ プ １ ６ ０ を
回 転 さ せ る の が 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 突 き 錐 組 立 体 １ ０ ０ に よ っ て 骨 に 初 期 孔 が 作 ら れ た 後 、 板 ２ ０ ０ を 、 他 の 板 保 持 具 （ 例
え ば 板 ２ ０ ０ の 他 の ね じ 孔 の 中 の ロ ッ ド ） に よ っ て 、 あ る い は 外 科 医 ま た は 看 護 士 の 指 に
よ っ て 、 適 所 に 保 持 す る 。 次 い で 、 骨 の ね じ ボ ル ト を 、 ア ン カ ー 孔 ２ １ ０ を 通 し て 挿 入 し
、 突 き 錐 を 、 他 の 孔 を 穿 設 す る た め に 、 他 の ア ン カ ー 孔 に 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 種 々 の 説 明 を 、 上 で 記 載 し た が 、 種 々 の 特 徴 を 単 独 で あ る い は 任 意 の 組 み 合 わ
せ で 使 用 す る こ と が で き る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 こ こ に 表 し
た 、 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 精 神 お よ び 範 囲 内 の 変 更 、 修 正 が 、 生 じ る こ と は 、 本 発 明 が 関 係 す る
技 術 に お け る 当 業 者 に 思 い 浮 か ぶ こ と を 理 解 す べ き で あ る 。 し た が っ て 、 こ こ に 述 べ た 開
示 か ら 、 当 業 者 に よ っ て 容 易 に 達 成 で き る 、 本 発 明 の 範 囲 と 精 神 内 で あ る 全 て の 適 切 な 修
正 は 、 本 発 明 の さ ら な る 実 施 形 態 と し て 含 め ら れ る べ き で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 範
囲 は 、 添 付 し た 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ る よ う に 定 め ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 骨 板 に 取 り 付 け ら れ た 突 き 錐 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 突 き 錐 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 突 き 錐 シ ャ フ ト の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 頂 部 外 側 ス リ ー ブ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 底 部 外 側 ス リ ー ブ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 頂 部 外 側 ス リ ー ブ の 側 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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